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明
治
期
以
降
曹
洞
宗
人
物
誌
（
四
）

川
　
口
　
高
　
風

は
じ
め
に

　

本
稿
は
「
愛
知
学
院
大
学
教
養
部
紀
要
」
第
五
十
八
巻
第
三
号
（
平
成
二

十
三
年
二
月
）
に
所
収
の
拙
稿
「
明
治
期
以
降
曹
洞
宗
人
物
誌
（
三
）」
の

続
編
で
、「
あ
」
項
の
続
き
で
あ
る
。
全
項
の
人
物
誌
が
完
成
し
た
時
は

『
近
・
現
代
曹
洞
宗
人
名
辞
典
』
と
題
し
て
刊
行
す
る
予
定
で
、
一
日
も
早

い
完
成
を
め
ざ
し
精
進
し
て
い
る
。

　

凡
　
例

　
﹇
見
出
し
項
目
﹈

一
、 

収
録
人
物
は
明
治
期
以
降
の
顕
著
な
業
績
を
残
し
た
人
物
で
、
そ
の
出

典
は
「
明
教
新
誌
」「
宗
報
」「
曹
洞
宗
報
」
を
中
心
に
各
種
雑
誌
や
著

作
な
ど
か
ら
採
取
し
た
。

二
、 

見
出
し
の
人
名
は
当
時
用
い
た
旧
漢
字
と
し
た
。
事
歴
の
本
文
は
新
字

体
を
用
い
た
が
、
旧
字
体
を
使
用
し
た
も
の
も
あ
る
。

三
、 

見
出
し
の
項
目
は
か
な
見
出
し
を
太
字
で
示
し
、
次
に
漢
字
を
掲
げ

た
。

四
、 

か
な
見
出
し
項
目
は
姓
と
名
の
間
に
ダ
ー
シ
を
挿
入
し
て
読
み
や
す
く

し
た
。

　
﹇
見
出
し
項
目
の
配
列
﹈

一
、 

五
十
音
順
に
配
列
し
た
。

二
、 

同
音
同
字
の
漢
字
項
目
は
時
代
順
（
没
年
順
）
に
配
列
し
た
。

三
、 

同
音
異
字
の
漢
字
項
目
は
第
一
字
目
の
画
数
の
少
な
い
も
の
か
ら
の
順

と
し
た
。
ま
た
、
第
一
字
目
が
同
画
数
の
時
は
第
二
字
以
降
の
画
数
の

少
な
い
も
の
か
ら
配
列
し
た
。

　
﹇
本
文
の
記
述
と
そ
の
順
序
﹈

一
、 

本
文
の
記
述
は
敬
語
、
敬
称
の
使
用
を
避
け
た
。

二
、 

収
録
に
あ
た
っ
て
は
歴
住
地
、
号
、
字
、
生
年
月
日
、
父
母
、
誕
生

地
、
受
業
師
、
本
師
、
学
歴
、
僧
堂
安
居
歴
、
宗
門
役
職
歴
、
社
会
的

職
歴
、
著
作
類
、
示
寂
（
没
）
年
月
日
、
行
年
、
参
考
文
献
の
順
と
し

た
。
不
明
な
場
合
は
記
し
て
い
な
い
。

三
、 

本
文
は
基
本
的
に
、
編
者
が
直
接
、
歴
住
地
へ
問
い
合
わ
せ
を
行
っ
た

返
書
に
も
と
づ
い
て
執
筆
し
た
。
そ
れ
以
外
に
参
考
と
し
た
文
献
は
末

尾
に
掲
げ
た
。

四
、 

伝
記
中
の
元
号
の
一
番
最
初
（
初
出
）
に
西
暦
を
入
れ
た
。
た
だ
し
、

伝
記
中
の
生
没
年
に
は
西
暦
を
入
れ
な
い
。

五
、 
寺
院
の
所
在
地
は
、
平
成
の
大
合
併
に
よ
る
新
市
町
村
名
へ
の
変
更
を

行
っ
て
い
な
い
が
、
変
更
し
た
も
の
も
あ
る
。

六
、 

歴
住
地
は
歴
住
の
順
序
通
り
で
な
い
も
の
も
あ
り
、
何
世
か
不
明
な
場

合
は
記
し
て
い
な
い
。
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あ
ら
い‒

き
い
ち　

荒
井
帰
一　

 

－

昭
和
三
年（
一
九
二
八
）

小
千
谷
市
長
楽
寺
二
十
一
世
、
新
潟
市
法
音
寺
二

十
四
世
。
号
は
萬
法
。
新
潟
県
高
田
に
生
ま
れ

る
。
本
師
は
、
碩
慧
鉄
文
。
曹
洞
宗
宗
会
公
選
議

員
を
務
め
、
大
正
十
年
（
一
九
二
一
）
に
は
北
野

元
峰
を
迎
え
て
授
戒
会
を
開
い
て
い
る
。
体
格
は

太
め
で
あ
っ
た
た
め
、
雲
洞
庵
の
新
井
石
禅
と
二

人
を
「
大
あ
ら
い
」「
小
あ
ら
い
」
と
呼
ん
だ
。

昭
和
三
年
十
二
月
十
六
日
に
六
十
四
歳
で
示
寂
し

た
。

あ
ら
い‒

せ
き
ぜ
ん　

新
井
石
禅　

 

元
治
元
年（
一
八
六
四
）－

昭
和
二
年（
一
九

二
七
）

總
持
寺
独
住
五
世
、
南
足
柄
市
最
乗
寺
独
住
八

世
、
埼
玉
県
北
葛
飾
郡
善
徳
寺
、
春
日
部
市
浄
春

院
二
十
九
世
、
新
潟
県
中
蒲
原
郡
大
栄
寺
二
十
八

世
、
新
潟
県
南
魚
沼
郡
雲
洞
庵
四
十
四
世
、
名
古

屋
市
護
国
院
九
世
。
号
は
穆
英
。
元
治
元
年
十
二

月
十
九
日
に
福
島
県
伊
達
郡
梁
川
町
の
石
井
家
に

生
ま
れ
る
。
受
業
師
、
本
師
は
新
井
如
禅
。
明
治

十
三
年
（
一
八
八
〇
）
三
月
に
埼
玉
県
北
葛
飾
郡

の
善
徳
寺
に
首
先
住
職
し
、
つ
い
で
十
三
年
十
月

に
同
郡
の
浄
春
院
に
転
住
す
る
。
十
五
年
三
月
に

駒
込
曹
洞
宗
専
門
本
校
を
卒
業
し
、
十
五
年
四
月

に
總
持
寺
へ
安
居
し
、
畔
上
楳
仙
に
参
随
す
る
。

十
七
年
に
埼
玉
県
曹
洞
宗
専
門
支
校
の
教
師
、
二

十
年
に
同
校
教
師
取
締
と
支
校
教
師
を
兼
任
す

る
。
翌
二
十
一
年
に
は
新
井
如
禅
が
總
持
寺
後
堂

に
就
任
し
た
の
で
随
侍
す
る
。
二
十
二
年
三
月
に

曹
洞
宗
大
学
林
学
監
兼
教
授
、
二
十
五
年
十
月
新

潟
県
中
蒲
原
郡
横
越
村
大
栄
寺
に
住
職
し
、
永
平

寺
出
張
所
詰
を
務
め
る
。
二
十
八
年
新
潟
県
曹
洞

宗
教
導
取
締
並
に
第
二
十
中
学
林
監
理
、
二
十
三

年
に
宗
務
局
詰
、
三
十
四
年
に
制
度
調
査
委
員
、

新
潟
県
南
魚
沼
郡
上
田
村
雲
洞
庵
に
転
住
す
る
。

三
十
五
年
一
月
に
永
平
寺
副
監
院
、
宗
務
院
教
学

部
長
、
人
事
部
長
を
務
め
、
四
十
一
年
八
月
に
は

満
州
、
朝
鮮
、
台
湾
を
巡
教
す
る
。
四
十
四
年
に

森
田
悟
由
の
随
行
長
を
務
め
、
大
正
四
年
（
一
九

一
五
）
に
は
名
古
屋
市
の
護
国
院
に
転
住
し
た
。

翌
五
年
に
は
神
奈
川
県
の
最
乗
寺
へ
昇
住
し
、
六

年
に
總
持
寺
再
建
部
総
裁
と
な
り
、
八
年
に
は
管

長
代
理
と
し
て
満
州
を
巡
教
し
、
九
年
三
月
に
は

總
持
寺
西
堂
に
就
く
。
同
年
十
二
月
二
十
三
日
に

總
持
寺
貫
首
と
な
り
、
十
年
六
月
に
は
ハ
ワ
イ
及

び
ア
メ
リ
カ
に
巡
教
し
、
九
月
二
十
八
日
に
ハ
ー

デ
ィ
ン
グ
大
統
領
と
会
見
し
た
。『
新
井
石
禅
禅

師
全
集
』
十
二
巻
、『
三
根
坐
禅
説
略
解
』『
曹
洞

宗
義
大
綱
』『
禅
学
入
門
』『
禅
学
大
意
』『
解
脱

と
人
生
』
な
ど
を
著
わ
し
て
お
り
、
昭
和
二
年
十

二
月
七
日
に
六
十
四
歳
で
示
寂
し
た
。（『
洞
上
高

僧
月
旦
』『
現
代
仏
教
家
人
名
辞
典
』『
曹
洞
宗
名

鑑
』『
曹
洞
宗
現
勢
要
覧
』）

あ
ら
い‒

せ
き
り
ゅ
う　

新
井
石
龍　

 

明
治
二
十
二
年（
一
八
八
九
）－

昭
和
五
十
九

年（
一
九
八
四
）

新
潟
県
南
魚
沼
郡
雲
洞
庵
四
十
五
世
、
埼
玉
県
北

葛
飾
郡
九
品
寺
、
北
海
道
常
呂
郡
留
辺
蘂
町
大
泉

寺
。
号
は
無
著
。
明
治
二
十
二
年
九
月
二
十
九
日

に
新
潟
県
中
蒲
原
郡
村
松
町
の
小
島
重
太
郎
の
二

男
に
生
ま
れ
る
。
受
業
師
、
本
師
は
新
井
石
禅
。

明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
雲
洞
庵
専
門
僧
堂

に
入
門
し
、
四
十
四
年
に
新
潟
県
立
新
潟
中
学
校

を
卒
業
。
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
金
沢
第
四
高

等
学
校
を
卒
業
、
六
年
に
は
京
都
帝
国
大
学
哲
学

科
を
卒
業
す
る
。
昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）、
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県
仏
教
各
宗
代
表
中
支
派
遣
皇
軍
慰
問
団
長
と
し

て
中
支
戦
線
巡
錫
、
十
七
年
に
は
満
鉄
会
社
よ
り

招
聘
さ
れ
て
渡
満
し
全
満
鉄
道
職
員
に
講
演
行

脚
。
国
民
精
神
総
動
員
県
実
行
委
員
理
事
、
県
支

部
翼
賛
参
与
、
産
業
報
国
会
顧
問
、
軍
事
保
護
院

講
師
、
文
部
省
勤
労
者
教
育
中
央
会
講
師
、
新
潟

県
公
安
委
員
、
司
法
委
員
、
家
事
調
停
委
員
、
新

潟
県
社
会
教
育
委
員
な
ど
を
務
め
る
。
昭
和
三
年

よ
り
十
九
年
ま
で
と
二
十
六
年
よ
り
五
十
四
年
ま

で
月
刊
寺
報
「
雲
洞
」
を
発
行
。
四
年
に
雲
洞
庵

専
門
僧
堂
認
可
禅
林
を
設
置
。
永
平
寺
副
監
院
、

特
選
議
員
、
師
家
、
九
年
よ
り
永
平
寺
貫
首
、
總

持
寺
貫
首
の
随
行
長
、
十
六
年
四
月
に
は
永
平
寺

臨
時
監
院
、
説
戒
師
、
二
十
二
年
に
特
選
議
員
を

務
め
る
。
昭
和
五
十
九
年
二
月
十
六
日
に
示
寂
し

た
。（『
曹
洞
宗
現
勢
要
覧
』『
雲
洞
庵
の
石
龍
禅

師
さ
ま
』）

あ
ら
お‒

だ
い
け
い　

荒
尾
大
慶　

 

弘
化
四
年（
一
八
四
七
）－

明
治
二
十
五
年

（
一
八
九
二
）

岡
山
県
阿
哲
郡
観
音
寺
十
九
世
、
鳥
取
県
西
伯
郡

住
雲
寺
。
号
は
春
山
。
弘
化
四
年
四
月
八
日
に
鳥

取
県
の
荒
尾
成
緒
の
三
男
に
生
ま
れ
る
。
幼
名
は

成
慶
。
荒
尾
家
は
代
々
鳥
取
藩
（
池
田
家
）
の
家

老
職
に
あ
り
、
同
藩
米
子
城
主
と
し
て
明
治
維
新

に
な
り
、
家
臣
の
犯
し
た
事
件
の
た
め
一
切
の
家

財
を
無
く
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
成
慶
は
大
慶
と
名

を
替
え
出
家
し
た
と
い
わ
れ
る
。
明
治
十
二
年

（
一
八
七
九
）
十
二
月
に
は
寺
観
を
修
理
し
て
荘

厳
を
備
え
、
開
山
三
百
回
忌
を
修
行
し
て
い
る
。

明
治
二
十
五
年
五
月
二
十
三
日
に
示
寂
し
た
。

あ
ら
か
わ‒

そ
う
た
ん　

荒
川
宗
湛　

 

大
正
八
年（
一
九
一
九
）－

平
成
四
年（
一
九

九
二
）

名
古
屋
市
瑞
泉
寺
三
十
四
世
、
静
岡
県
田
方
郡
瑞

林
寺
、
小
田
原
市
宗
久
寺
兼
務
住
職
。
号
は
萬

安
。
大
正
八
年
四
月
十
八
日
に
名
古
屋
市
緑
区
鳴

海
町
相
原
郷
の
荒
川
時
右
衛
門
と
母
た
ま
の
五
男

に
生
ま
れ
る
。
受
業
師
、
本
師
は
浅
井
大
仙
。
渡

辺
玄
宗
、
孤
峰
智
璨
、
岩
本
勝
俊
ら
に
参
随
。
昭

和
八
年
（
一
九
三
三
）
に
愛
知
中
学
校
に
編
入

し
、
十
二
年
三
月
に
卒
業
す
る
。
翌
四
月
よ
り
駒

澤
大
学
専
門
部
仏
教
科
へ
入
学
し
、
十
五
年
三
月

に
卒
業
し
た
。
同
年
夏
、
浅
井
大
仙
の
も
と
で
立

身
し
、
十
六
年
四
月
よ
り
十
八
年
七
月
ま
で
總
持

寺
に
安
居
す
る
。
十
七
年
十
月
九
日
に
大
仙
の
室

に
入
っ
て
嗣
法
し
、
二
十
三
年
十
一
月
八
日
に
瑞

林
寺
へ
首
先
住
職
し
た
。
二
十
五
年
九
月
に
最
乗

寺
の
専
門
僧
堂
講
師
及
び
役
寮
に
任
命
さ
れ
、
二

十
七
年
四
月
に
同
僧
堂
副
監
事
、
三
十
八
年
七
月

に
単
頭
、
九
月
に
は
曹
洞
宗
准
師
家
と
な
っ
て
、

雲
水
修
行
僧
の
指
導
を
行
っ
た
。
三
十
三
年
五
月

二
日
に
は
宗
久
寺
を
兼
務
住
職
し
、
四
十
五
年
五

月
二
十
七
日
に
瑞
泉
寺
の
副
住
職
と
な
り
、
五
十

二
年
八
月
二
十
四
日
に
瑞
泉
寺
三
十
四
世
の
法
燈

を
継
い
だ
。
五
十
三
年
四
月
に
は
供
出
し
た
後
、

無
か
っ
た
梵
鐘
を
鋳
造
し
本
堂
や
庫
裡
の
整
備
な

ど
、
寺
門
の
発
展
的
経
営
や
参
禅
会
指
導
を
行
っ

た
。
語
録
に
『
萬
安
語
録
』
が
あ
る
。
平
成
四
年

八
月
二
十
三
日
に
七
十
四
歳
で
示
寂
し
た
。（『
鳴

海
瑞
泉
寺
史
』『
萬
安
語
録
│
│
宗
湛
老
師
語
録

│
│
』）

あ
ら
き‒

ぎ
て
ん　

荒
木
礒
天　

 

文
久
二
年（
一
八
六
二
）－

昭
和
二
十
二
年

（
一
九
四
七
）

栃
木
県
芳
賀
郡
芳
全
寺
二
十
五
世
、
栃
木
県
下
都
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賀
郡
総
徳
寺
二
十
七
世
、
栃
木
県
芳
賀
郡
蓮
城
院

十
四
世
。
号
は
東
海
。
文
久
二
年
十
一
月
十
日
に

茨
城
県
水
戸
市
に
生
ま
れ
る
。
俗
姓
を
伊
澤
と
称

し
た
が
、
後
に
荒
木
と
改
姓
し
た
。
受
業
師
は
荒

木
佛
心
、
本
師
は
佛
仙
栄
宗
。
原
坦
山
に
も
参
随

し
て
い
る
。
明
治
二
十
五
年
（
一
八
九
二
）
三

月
、
曹
洞
宗
大
学
林
全
科
を
卒
業
、
二
十
二
年
四

月
に
は
栃
木
県
曹
洞
宗
専
門
支
校
教
師
、
二
十
三

年
五
月
、
福
井
県
若
越
聯
合
曹
洞
宗
学
林
長
、
二

十
四
年
九
月
、
千
葉
・
茨
城
・
栃
木
三
県
聯
合
中

学
林
学
監
、
二
十
九
年
よ
り
四
十
年
ま
で
曹
洞
宗

宗
会
議
員
、
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
七
月
よ
り

曹
洞
宗
宗
会
特
選
議
員
な
ど
を
務
め
る
。『
仙

術
』『
禅
学
心
性
実
験
録
』
な
ど
を
著
わ
し
て
お

り
、
昭
和
二
十
二
年
三
月
三
日
に
八
十
六
歳
で
示

寂
し
た
。（『
曹
洞
宗
名
鑑
』）

あ
ら
き‒

し
ょ
う
じ
ゅ
ん　

荒
木
尚
淳　

 

安
政
二
年（
一
八
五
五
）－

昭
和
六
年（
一
九

三
一
）

京
都
府
天
田
郡
瑞
光
寺
十
五
世
、
兵
庫
県
氷
上
郡

法
性
寺
十
四
世
、
兵
庫
県
氷
上
郡
青
蓮
寺
七
世
。

号
は
尚
淳
、
字
は
義
堂
。
安
政
二
年
八
月
十
五
日

に
兵
庫
県
氷
上
郡
市
島
町
北
奥
の
高
松
伊
右
ヱ
門

の
三
男
に
生
ま
れ
る
。
後
に
荒
木
と
改
姓
。
受
業

師
、
本
師
は
黙
音
大
應
。
明
治
十
一
年
（
一
八
七

八
）
冬
よ
り
八
年
間
、
兵
庫
県
氷
上
郡
の
円
通
寺

僧
堂
に
安
居
す
る
。
そ
の
間
に
首
座
と
な
り
、
日

置
黙
仙
よ
り
印
可
証
明
を
得
、
随
身
し
た
。
青
蓮

寺
の
内
仏
の
釈
尊
像
や
自
分
の
座
棺
も
作
っ
た
と

い
わ
れ
て
い
る
。
昭
和
六
年
七
月
二
十
六
日
に
七

十
七
歳
で
示
寂
し
た
。（「
青
蓮
寺
由
緒
記
」）

あ
ら
さ
わ‒

し
ゅ
う
み
ょ
う　

荒
澤
秀
苗　

 
－

昭
和
十
三
年（
一
九
三
八
）

秋
田
県
由
利
郡
正
眼
寺
三
十
五
世
、
本
荘
市
長
谷

寺
十
一
世
、
秋
田
県
由
利
郡
龍
門
寺
三
十
八
世
。

号
は
益
峰
。
正
眼
寺
在
住
三
十
六
年
で
、
大
正
六

年
（
一
九
一
七
）
に
長
谷
寺
へ
転
住
し
、
そ
の
後

龍
門
寺
へ
昇
住
し
た
。
昭
和
十
三
年
十
二
月
十
日

に
龍
門
寺
隠
寮
に
お
い
て
八
十
九
歳
で
示
寂
し

た
。

あ
ら
た
に‒

し
ょ
う
け
ん　

荒
谷
性
顕　

 

－

大
正
九
年（
一
九
二
〇
）

名
古
屋
市
祇
園
寺
十
一
世
。
号
は
密
嶽
。
三
河
の

刈
谷
に
生
ま
れ
る
。
本
師
は
鉄
堂
禅
棟
。
明
治
期

末
に
名
古
屋
の
八
事
近
辺
で
愛
知
育
児
院
を
開
き

孤
児
の
養
育
に
献
身
し
た
。
大
正
九
年
九
月
十
八

日
に
示
寂
し
て
い
る
。（『
現
代
仏
教
家
人
名
辞

典
』）

あ
り
が‒

り
ゅ
う
か
い　

有
賀
龍
海　

 

明
治
十
七
年（
一
八
八
四
）－

昭
和
二
十
八
年

（
一
九
五
三
）

甲
府
市
慶
長
院
十
三
世
、
甲
府
市
興
国
寺
十
八

世
、
甲
府
市
慶
音
院
二
十
三
世
。
号
は
登
雲
。
明

治
十
七
年
一
月
二
十
四
日
に
山
梨
県
西
山
梨
郡
甲

運
村
横
根
の
有
賀
理
作
の
三
男
に
生
ま
れ
る
。
受

業
師
は
若
林
巨
龍
、
本
師
は
天
崎
定
山
。
吉
永
耕

雲
、
霖
玉
仙
、
森
口
恵
徹
ら
に
参
随
す
る
。
三
十

九
年
（
一
九
〇
六
）
二
月
に
曹
洞
宗
認
可
僧
堂
初

等
科
、
四
十
三
年
に
中
等
科
、
四
十
五
年
一
月
に

高
等
科
を
卒
業
す
る
。
な
お
、
四
十
三
年
に
単
身

で
渡
満
し
、
布
教
視
察
を
行
っ
て
救
霊
会
を
主
幹

し
た
。
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
四
月
に
山
梨
県

第
一
曹
洞
宗
務
所
布
教
部
委
員
同
布
教
師
嘱
託
、

十
年
六
月
に
山
梨
県
第
一
曹
洞
宗
務
所
布
教
部
委

員
長
、
十
三
年
六
月
山
梨
県
第
一
曹
洞
宗
務
所
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長
、
十
四
年
六
月
山
梨
県
改
制
曹
洞
宗
大
宗
務
所

長
に
特
任
さ
れ
、
改
制
宗
務
所
主
任
所
長
と
し
て

合
同
の
専
任
事
務
を
完
成
す
る
。
十
五
年
十
月
に

二
祖
大
禅
師
六
百
五
十
回
大
遠
忌
寄
附
勧
募
監
督

を
依
嘱
さ
れ
、
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
四
月
曹

洞
宗
教
育
興
隆
会
勧
募
監
督
、
四
年
十
二
月
宗
務

所
長
に
任
命
さ
れ
る
。
十
三
年
二
月
に
も
山
梨
県

第
一
曹
洞
宗
務
所
長
に
就
き
、
昭
和
二
十
八
年
五

月
二
十
九
日
に
六
十
九
歳
で
示
寂
し
た
。

あ
り
き‒

か
ん
ざ
ん　

有
木
環
山　

 

明
治
三
十
年（
一
八
九
七
）－

昭
和
五
十
年

（
一
九
七
五
）

福
山
市
昌
源
寺
十
一
世
。
号
は
環
山
、
字
は
密

溪
。
戸
籍
で
は
明
治
三
十
年
五
月
九
日
生
ま
れ
と

あ
る
が
、
実
際
は
二
十
九
年
二
月
九
日
誕
生
で

あ
っ
た
。
受
業
師
、
本
師
は
有
木
密
英
。
岡
田
大

豊
に
参
随
し
た
。
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
に
広

島
県
立
誠
之
館
中
学
校
を
卒
業
、
さ
ら
に
広
島
師

範
学
校
を
卒
業
す
る
。
明
治
四
十
三
年
三
月
よ
り

昭
和
二
年
九
月
ま
で
広
島
県
尾
道
市
天
寧
寺
認
可

僧
堂
に
安
居
す
る
。
昭
和
二
十
八
年
（
一
九
五

三
）
八
月
よ
り
瑞
応
寺
専
門
僧
堂
講
師
と
し
て
十

二
年
間
勤
務
し
、
三
十
七
年
三
月
よ
り
四
十
年
十

月
ま
で
広
島
県
曹
洞
宗
宗
務
所
副
所
長
に
任
ぜ
ら

れ
る
。
そ
の
他
、
広
島
県
沼
隈
郡
西
村
国
民
学
校

長
、
広
島
県
沼
隈
郡
柳
津
国
民
学
校
長
、
広
島
県

沼
隈
郡
柳
津
中
学
校
長
、
広
島
県
社
会
教
育
委

員
、
広
島
県
松
永
市
社
会
教
育
委
員
、
広
島
県
沼

隈
郡
本
郷
村
助
役
、
広
島
県
沼
隈
郡
本
郷
村
長
、

広
島
県
松
永
市
本
郷
保
育
所
長
、
広
島
県
松
永
市

仏
教
連
合
会
会
長
、
広
島
県
福
山
市
文
化
財
保
護

委
員
、
福
山
城
博
物
館
運
営
委
員
や
瑞
応
寺
専
門

僧
堂
准
師
家
、
後
堂
な
ど
を
務
め
た
。『
本
郷
町

誌
』
な
ど
地
方
史
、
曹
洞
宗
学
に
関
す
る
著
作
が

あ
る
。
昭
和
五
十
年
十
二
月
二
十
四
日
に
八
十
歳

で
示
寂
し
た
。

あ
り
さ
わ‒
こ
う
あ
ん　

有
澤
香
菴　

 

－

大
正
五
年（
一
九
一
六
）

大
阪
市
顕
孝
庵
十
七
世
。
号
は
香
菴
、
字
は
梅

蕚
。
鴻
池
善
右
衛
門
が
檀
頭
で
あ
っ
た
た
め
、
そ

の
賛
同
を
得
て
、
明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）

春
、
大
坂
に
英
学
を
主
と
し
て
、
和
漢
学
は
仏
教

書
を
教
科
書
と
す
る
協
立
学
校
を
創
設
し
た
。
宗

門
革
弊
の
志
に
よ
り
有
志
会
の
一
人
と
し
て
も
活

躍
し
た
。
大
正
五
年
十
月
九
日
示
寂
。（『
洞
上
高

僧
月
旦
』）

あ
り
さ
わ‒

し
ん
け
ん　

有
澤
深
見　

 

文
政
十
二
年（
一
八
二
九
）－

明
治
三
十
八
年

（
一
九
〇
五
）

安
芸
市
閑
慶
院
復
立
二
世
。
号
は
道
機
、
字
は
善

應
。
文
政
十
二
年
に
生
ま
れ
る
。
文
久
二
年
（
一

八
六
二
）
三
月
に
永
平
寺
へ
出
世
。
明
治
維
新
の

廃
仏
毀
釈
に
よ
り
廃
寺
と
な
っ
た
た
め
、
檀
徒
の

岩
崎
家
（
三
菱
創
業
）
と
の
絆
を
強
め
て
、
永
平

寺
の
環
溪
密
雲
を
復
立
開
山
に
勧
請
し
て
伽
藍
の

復
興
や
檀
信
徒
の
教
化
な
ど
に
努
め
た
。
明
治
三

十
八
年
二
月
十
日
に
七
十
七
歳
で
示
寂
し
た
。

あ
り
た‒

か
ん
り
ゅ
う　

在
田
寛
龍　

 

－

明
治
三
十
二
年（
一
八
九
九
）

宮
城
県
遠
田
郡
皎
善
寺
十
九
世
、
宮
城
県
遠
田
郡

瀧
澤
寺
。
号
は
玄
翁
。
本
師
は
在
田
寛
宗
。
小
牛

田
町
出
身
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
千
葉
亀
雄
氏
が
幼

少
の
頃
、
同
寺
の
寺
子
屋
で
漢
字
を
学
ん
で
い

る
。
弘
教
書
院
刊
の
縮
冊
版
大
蔵
経
を
購
求
し
、

講
社
を
結
ん
で
毎
月
説
教
を
行
っ
た
。
明
治
二
十
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九
年
（
一
八
九
六
）
旧
八
月
二
十
八
日
の
道
元
禅

師
報
恩
式
に
あ
た
り
、
故
有
栖
川
、
北
白
川
両
宮

殿
下
の
御
追
福
と
と
も
に
征
清
討
台
戦
死
病
歿
者

及
び
三
陸
海
嘯
震
災
水
害
横
死
者
の
た
め
に
施
食

会
を
行
っ
て
お
り
、
明
治
三
十
二
年
旧
十
一
月
十

日
に
五
十
一
歳
で
示
寂
し
た
。

あ
り
た‒

げ
ん
り
ゅ
う　

在
田
彦
龍　

 

文
政
八
年（
一
八
二
五
）－

明
治
四
十
三
年

（
一
九
一
〇
）

岡
山
県
川
上
郡
桂
岩
寺
十
九
世
、
井
原
市
永
祥
寺

独
住
十
五
世
、
井
原
市
徳
聖
寺
四
世
、
井
原
市
正

本
寺
二
十
三
世
、
池
田
市
大
広
寺
、
甲
府
市
大
泉

寺
、
東
京
都
鳳
生
寺
三
十
七
世
、
南
足
柄
市
最
乗

寺
独
住
六
世
。
号
は
道
興
。
文
政
八
年
四
月
八
日

に
名
古
屋
の
在
田
某
（
尾
張
藩
士
）
の
次
男
に
生

ま
れ
る
。
受
業
師
は
性
国
端
道
。
本
師
は
来
禅
。

天
保
十
年
（
一
八
三
九
）
夏
に
春
日
井
郡
松
河
戸

村
の
観
音
寺
仙
巌
の
初
会
に
入
衆
し
、
十
一
年
二

月
よ
り
十
五
年
二
月
ま
で
但
馬
国
出
石
町
の
見
性

寺
霊
鳳
に
随
侍
、
同
年
三
月
よ
り
弘
化
三
年
三
月

ま
で
丹
波
国
氷
上
郡
竹
田
村
の
石
像
寺
の
宗
桓
に

参
随
、
同
年
三
月
か
ら
嘉
永
三
年
三
月
ま
で
備
前

国
岡
山
景
福
寺
の
佛
海
に
参
随
、
弘
化
二
年
の
冬

に
備
中
川
上
郡
下
原
村
の
桂
岩
寺
来
禅
の
再
会
で

首
座
を
務
め
、
翌
年
二
月
二
十
二
日
に
来
禅
の
室

に
入
っ
て
嗣
法
す
る
。
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）

正
月
十
五
日
に
備
中
後
月
郡
西
江
村
の
徳
聖
寺
に

住
職
、
四
年
備
中
国
川
上
郡
下
原
村
の
桂
岩
寺
へ

転
住
、
文
久
二
年
四
月
後
月
郡
西
江
原
村
の
永
祥

寺
に
転
住
、
明
治
元
年
に
は
西
京
出
役
を
命
ぜ
ら

れ
、
旃
崖
奕
堂
を
補
佐
す
る
。
三
年
に
は
如
意
庵

住
職
と
し
て
本
山
事
務
運
営
に
務
め
る
。
十
一
年

二
月
に
は
總
持
寺
東
京
出
張
所
監
院
、
十
七
年
八

月
に
は
總
持
寺
顧
問
と
な
る
。
こ
れ
よ
り
先
の
七

年
五
月
攝
津
国
池
田
町
の
大
廣
寺
に
転
住
、
十
七

年
六
月
に
大
泉
寺
ヘ
、
二
十
年
四
月
に
鳳
生
寺
へ

転
住
し
、
三
十
八
年
に
は
最
乗
寺
六
世
に
就
い

た
。
嘉
永
三
年
の
三
衣
事
件
以
来
、
總
持
寺
の
出

役
を
命
ぜ
ら
れ
東
奔
西
走
し
て
一
生
を
總
持
寺
の

た
め
に
尽
し
、
明
治
四
十
三
年
三
月
三
十
一
日
に

八
十
六
歳
で
示
寂
し
た
。（『
洞
門

現
時
二
十
五
哲
』『
洞

上
高
僧
月
旦
』「
通
俗
仏
教
新
聞
」
第
八
一
〇
号

『
大
雄
山
誌
』）

あ
り
た‒

だ
い
し
ゅ
う　

有
田
大
宗　

 

明
治
二
十
六
年（
一
八
九
三
）－

平
成
三
年

（
一
九
九
一
）

小
樽
市
龍
徳
寺
六
世
、
今
治
市
天
祐
寺
、
香
林

寺
、
龍
沢
寺
。
号
は
祖
庭
。
明
治
二
十
六
年
七
月

一
日
に
広
島
県
雙
三
郡
八
幡
村
に
生
ま
れ
る
。
本

師
は
近
藤
愚
童
。
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
曹
洞

宗
大
学
を
卒
業
す
る
。
八
年
愛
媛
県
天
祐
寺
住

職
、
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
香
林
寺
住
職
、
龍

沢
寺
住
職
、
二
十
三
年
龍
徳
寺
住
職
に
就
く
。
満

州
安
山
站
駐
在
布
教
師
、
青
年
指
導
布
教
師
、
工

場
布
教
師
、
鉄
道
布
教
師
、
軍
人
布
教
師
、
両
大

本
山
布
教
師
、
特
派
布
教
師
、
二
十
六
年
に
准
師

家
、
龍
徳
寺
専
門
僧
堂
堂
長
、
宗
会
議
員
、
愛
媛

県
仏
教
会
理
事
、
社
会
教
育
委
員
、
方
面
委
員
、

軍
人
遺
家
族
相
談
部
係
員
、
司
法
保
護
委
員
、
県

協
力
会
議
員
、
少
年
保
護
司
、
物
価
監
視
委
員
な

ど
を
務
め
、
平
成
三
年
十
一
月
二
十
八
日
に
九
十

九
歳
で
示
寂
し
た
。

あ
り
た‒

に
ょ
さ
ん　

在
田
如
山　

 

安
政
六
年（
一
八
五
九
）－

昭
和
七
年（
一
九

三
二
）
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高
岡
市
歓
盛
寺
十
五
世
、
高
岡
市
繁
久
寺
二
十
五

世
。
号
は
泰
道
、
仙
寿
。
安
政
六
年
十
二
月
三
十

日
に
石
川
県
羽
咋
郡
高
濱
町
の
若
狭
資
平
の
二
男

に
生
ま
れ
る
。
幼
名
を
栄
太
郎
と
い
う
。
受
業

師
、
本
師
は
在
田
雲
峯
。
慶
応
四
年
（
一
八
六

八
）
冬
、
在
田
雲
峯
の
初
会
に
入
衆
し
、
明
治
十

一
年
高
岡
市
廣
乾
寺
の
吉
田
仙
洲
初
会
で
立
職
し

た
。
十
二
年
二
月
に
在
田
雲
峯
の
室
に
入
っ
て
嗣

法
し
、
十
三
年
東
京
駒
込
曹
洞
宗
専
門
本
校
に
入

学
、
十
六
年
十
二
月
に
学
期
未
満
に
し
て
全
科
卒

業
す
る
。
十
八
年
五
月
に
は
總
持
寺
に
瑞
世
し
、

二
十
一
年
四
月
に
は
富
山
県
射
水
郡
二
塚
村
の
歓

盛
寺
住
職
、
二
十
七
年
十
二
月
に
同
郡
下
関
村
繁

久
寺
へ
転
住
す
る
。
二
十
九
年
八
月
に
は
曹
洞
宗

第
十
九
中
学
林
監
理
兼
教
授
に
、
三
十
四
年
七
月

に
は
曹
洞
宗
宗
会
議
員
に
当
選
し
、
同
年
十
二
月

に
は
宗
務
院
教
学
部
主
事
に
任
命
さ
れ
る
。
三
十

二
年
六
月
に
は
第
九
師
団
軍
人
布
教
師
、
三
十
七

年
に
は
従
軍
布
教
師
に
任
命
さ
れ
、
日
露
戦
役
に

従
軍
し
た
。
四
十
一
年
に
は
第
十
三
師
団
軍
人
布

教
師
、
四
十
五
年
六
月
に
再
び
宗
会
議
員
に
当

選
、
免
囚
保
護
事
業
を
起
し
て
富
山
県
曹
洞
宗
承

済
会
を
設
立
し
会
長
と
な
る
。
昭
和
七
年
十
二
月

十
七
日
に
示
寂
し
た
。（『
現
代
仏
教
家
人
名
辞

典
』『
曹
洞
宗
名
鑑
』）

あ
り
た‒

ほ
う
し
ゅ
う　

有
田
法
宗　

 

安
政
元
年（
一
八
五
四
）－

大
正
三
年（
一
九

一
四
）

小
樽
市
龍
徳
寺
四
世
、
熊
本
市
大
慈
寺
特
選
住

職
。
号
は
得
髄
。
安
政
元
年
十
一
月
六
日
に
佐
渡

国
雑
太
郡
相
川
大
工
町
の
有
田
善
吉
の
二
男
に
生

ま
れ
る
。
受
業
師
、
本
師
は
甲
斐
湖
舟
。
新
潟
県

の
万
能
寺
、
函
館
の
高
龍
寺
に
安
居
、
江
戸
栴
檀

林
な
ら
び
に
曹
洞
宗
専
門
本
校
で
学
ぶ
。
明
治
四

十
三
年
（
一
九
一
〇
）
四
月
に
永
平
寺
副
監
院
に

任
命
さ
れ
、
四
十
五
年
一
月
に
は
大
慈
寺
に
特
選

住
職
し
た
。
大
正
の
初
め
よ
り
曹
洞
宗
宗
務
庁
の

人
事
部
長
、
財
務
部
長
に
就
任
し
た
が
、
財
務
部

長
在
職
中
の
大
正
三
年
五
月
四
日
に
六
十
一
歳
で

示
寂
し
た
。（『
龍
徳
寺
の
栞
』）

あ
り
な
が‒

け
い
ど
う　

有
永
慶
道　

 

文
政
九
年（
一
八
二
六
）－

明
治
十
九
年（
一

八
八
六
）

新
居
浜
市
瑞
応
寺
二
十
二
世
、
広
島
県
御
調
郡
長

福
寺
十
五
世
、
広
島
県
豊
田
郡
吉
祥
寺
十
七
世
、

広
島
県
豊
田
郡
長
福
寺
八
世
、
広
島
県
豊
田
郡
阿

弥
陀
寺
十
七
世
、
尾
道
市
天
寧
寺
二
十
一
世
。
号

は
大
機
。
文
政
九
年
三
月
十
五
日
に
広
島
県
尾
道

市
向
東
町
に
生
ま
れ
る
。
受
業
師
、
本
師
は
喜
山

元
慶
。
加
賀
大
乗
寺
の
鉄
籃
無
底
に
随
侍
し
、
そ

の
後
、
萬
慶
益
豊
、
曹
沢
巨
海
、
成
道
大
能
、
国

泰
得
翁
ら
に
参
随
し
た
。
明
治
九
年
（
一
八
七

六
）
十
月
九
日
に
瑞
応
寺
へ
晋
住
、
十
六
年
六
月

に
は
天
寧
寺
に
晋
住
、
掛
搭
僧
に
提
撕
し
て
い

た
。
明
治
十
九
年
一
月
二
十
日
に
六
十
一
歳
で
示

寂
し
た
。（『
瑞
応
寺
誌
』）

あ
り
ま‒

じ
つ
じ
ょ
う　

有
馬
実
成　

 

昭
和
十
一
年（
一
九
三
六
）－

平
成
十
二
年

（
二
〇
〇
〇
）

徳
山
市
原
江
寺
二
十
六
世
。
号
は
真
海
。
昭
和
十

一
年
三
月
七
日
に
生
ま
れ
る
。
本
師
は
有
馬
堅

龍
。
昭
和
三
十
三
年
（
一
九
五
八
）
駒
澤
大
学
仏

教
学
部
仏
教
学
科
を
卒
業
。
四
十
七
年
か
ら
市
民

文
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
禅
の
文
化
を
き
く

会
」
事
務
局
長
、
五
十
年
か
ら
「
在
日
朝
鮮
人
・

韓
国
人
被
災
者
を
考
え
る
会
」
事
務
局
長
、
五
十
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四
年
か
ら
「
曹
洞
宗
東
南
ア
ジ
ア
難
民
救
済
会

議
」（
Ｊ
Ｓ
Ｒ
Ｃ
）
企
画
実
行
委
員
長
、
五
十
六

年
か
ら
Ｊ
Ｓ
Ｒ
Ｃ
を
改
組
し
た
「
曹
洞
宗
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
会
（
平
成
四
年
か
ら
曹
洞
宗
国
際
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
会
＝
Ｓ
Ｖ
Ａ
）」
の
事
務
局
長
、
平
成
八

年
（
一
九
九
六
）
か
ら
同
会
専
務
理
事
、
十
年
か

ら
「
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
山
口
」
代
表
世
話
人

に
そ
れ
ぞ
れ
就
任
し
た
。
ま
た
、
Ｓ
Ｖ
Ａ
を
改
組

し
た
「
社
団
法
人
シ
ャ
ン
テ
ィ
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
会
」
専
務
理
事
、「
Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動
推
進
セ
ン

タ
ー
」
理
事
長
な
ど
も
務
め
、
平
成
十
二
年
九
月

十
八
日
に
六
十
四
歳
で
示
寂
し
た
。（「
中
外
日

報
」
平
成
十
二
年
九
月
二
十
一
日
号
）

あ
り
ま‒

ほ
う
せ
ん　

有
馬
蓬
仙　

 

－

明
治
十
六
年（
一
八
八
三
）

い
わ
き
市
長
源
寺
二
十
四
世
。
号
は
鶴
翁
。
明
治

七
年
（
一
八
七
四
）
二
月
十
九
日
に
教
導
職
の
訓

導
に
任
命
さ
れ
て
お
り
、
十
四
年
六
月
に
は
「
長

源
寺
什
物
簿
」
を
記
し
て
退
隠
し
た
。
明
治
十
六

年
十
二
月
二
十
九
日
に
示
寂
し
て
い
る
。

あ
わ
や‒

ど
う
り
ゅ
う　

粟
谷
童
立　

 

明
治
十
四
年（
一
八
八
一
）－

昭
和
十
年（
一

九
三
五
）

北
海
道
桧
山
郡
正
覚
院
二
十
一
世
、
滋
賀
県
伊
香

郡
喜
見
庵
十
四
世
。
号
は
勇
禅
。
明
治
十
四
年
二

月
十
二
日
に
福
井
県
三
方
郡
耳
村
佐
柿
に
生
ま
れ

る
。
受
業
師
は
粟
谷
貫
衜
、
本
師
は
桐
畑
徳
峻
。

明
治
二
十
七
年
（
一
八
九
四
）
九
月
よ
り
、
三
十

五
年
八
月
ま
で
滋
賀
県
伊
香
郡
洞
寿
院
の
桐
畑
徳

峻
の
会
下
、
三
十
六
年
八
月
よ
り
三
十
八
年
七
月

ま
で
永
建
寺
認
可
僧
堂
に
安
居
す
る
。
四
十
一
年

八
月
樺
太
布
教
師
に
任
ぜ
ら
れ
、
四
十
四
年
十
二

月
に
は
西
樺
太
教
育
会
地
方
委
員
兼
会
報
編
纂
員

を
務
め
る
。
大
正
元
年
（
一
九
一
二
）
に
は
一
寺

を
創
建
し
て
同
慶
寺
と
公
称
す
る
。
七
年
北
海
道

曹
洞
宗
道
会
議
員
に
当
選
、
十
年
再
選
さ
れ
る
。

六
年
六
月
に
は
両
本
山
巡
回
布
教
師
を
拝
命
し
北

海
道
を
巡
回
す
る
。
昭
和
十
年
二
月
二
十
八
日
に

示
寂
し
た
。（『
曹
洞
宗
名
鑑
』
正
覚
院
蔵
「
履
歴

書
」）

あ
ん
ど
う‒

い
く
ぜ
ん　

安
藤
育
禅　

 

明
治
二
年（
一
八
六
九
）－

昭
和
二
十
年（
一

九
四
五
）

長
岡
市
長
興
寺
二
十
八
世
、
見
附
市
善
久
寺
十
九

世
。
号
は
天
界
。
明
治
二
年
に
新
潟
県
長
岡
市
に

生
ま
れ
る
。
本
師
は
洞
外
梅
仙
。
明
治
三
十
一
年

（
一
八
九
八
）
十
一
月
二
十
一
日
よ
り
二
十
三
日

ま
で
赤
痢
病
罹
災
死
亡
者
の
た
め
新
井
石
禅
を
請

聘
し
て
追
悼
大
法
会
を
営
ん
で
い
る
。
両
本
山
布

教
師
や
地
方
布
教
部
布
教
師
を
務
め
、
駒
澤
大
学

教
授
や
新
潟
県
宗
務
所
所
長
に
も
就
い
た
。
長
興

寺
の
中
興
常
恒
会
を
開
闢
し
て
い
る
。
昭
和
二
十

年
三
月
三
日
に
七
十
八
歳
で
示
寂
し
た
。（『
現
代

仏
教
家
人
名
辞
典
』）

あ
ん
ど
う‒

か
く
ど
う　

安
藤
覚
堂　

 

－

昭
和
四
十
二
年（
一
九
六
七
）

厚
木
市
広
徳
寺
十
六
世
。
号
は
大
心
。
政
界
に
お

い
て
は
安
藤
覚
と
し
て
代
議
士
に
五
回
当
選
し
、

衆
議
院
日
韓
条
約
特
別
委
員
長
、
同
外
務
委
員

長
、
自
治
、
厚
生
各
政
務
次
官
な
ど
を
歴
任
し
て

い
る
。
昭
和
四
十
二
年
十
一
月
二
十
七
日
に
六
十

九
歳
で
示
寂
し
た
。
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あ
ん
ど
う‒

せ
ん
め
い　

安
藤
鮮
明　

 

－

昭
和
九
年（
一
九
三
四
）

和
泉
市
蔭
凉
寺
二
十
五
世
、
池
田
市
無
二
寺
十
七

世
、
藤
井
寺
市
清
円
寺
二
十
五
世
。
号
は
智
光
。

愛
知
県
春
日
井
市
如
意
申
新
田
に
生
ま
れ
る
。
本

師
は
青
木
徹
成
。
曹
洞
大
学
林
を
卒
業
し
、
両
本

山
布
教
師
、
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
に
は
宗
議

会
特
選
議
員
を
務
め
て
い
る
。
昭
和
九
年
六
月
六

日
に
五
十
五
歳
で
示
寂
し
た
。（「
宗
教
時
報
」
第

九
十
八
号
）

あ
ん
ど
う‒

ど
う
か
い　

安
藤
道
契　

 

明
治
七
年（
一
八
七
四
）－

大
正
四
年（
一
九

一
五
）

春
日
井
市
薬
師
堂
（
香
林
寺
）
三
世
。
号
は
実

参
。
明
治
七
年
十
一
月
十
五
日
に
愛
知
県
丹
羽
郡

岩
倉
町
の
大
島
伊
左
衛
門
の
三
女
に
生
ま
れ
る
。

十
三
歳
の
時
、
岡
崎
市
外
円
通
庵
の
俊
道
に
投
じ

て
出
家
し
、
龍
海
院
の
近
藤
疎
賢
に
つ
い
て
得
度

し
た
。
後
に
薬
師
堂
二
世
安
藤
大
賢
に
嗣
法
。
明

治
二
十
年
（
一
八
九
一
）
四
月
、
京
都
養
林
庵
の

水
野
常
倫
に
随
侍
し
、
三
十
六
年
に
同
志
と
相

謀
っ
て
尼
僧
学
林
を
創
設
し
、
自
坊
の
薬
師
堂
を

仮
校
舎
と
し
た
。
四
十
二
年
十
一
月
に
は
名
古
屋

市
北
区
の
柳
原
に
新
校
舎
を
建
立
し
た
が
、
昭
和

二
十
年
五
月
十
四
日
の
戦
災
で
焼
失
し
た
。
尼
学

林
（
曹
洞
宗
関
西
尼
僧
学
林
、
愛
知
専
門
尼
僧
堂

の
前
身
）
開
闢
の
功
労
者
の
一
人
で
、
大
正
四
年

八
月
四
日
に
四
十
二
歳
で
示
寂
し
た
。（『
曹
洞
宗

尼
僧
史
』）

あ
ん
ど
う‒

ぶ
ん
え
い　

安
藤
文
英　

 

明
治
十
六
年（
一
八
八
三
）－

昭
和
三
十
三
年

（
一
九
五
八
）

静
岡
県
周
智
郡
大
洞
院
独
住
八
世
、
静
岡
県
周
智

郡
崇
信
寺
四
十
四
世
、
静
岡
県
引
佐
郡
隣
海
院
、

静
岡
県
引
佐
郡
延
命
寺
十
四
世
、
千
葉
市
東
禅
寺

二
十
五
世
。
号
は
哲
山
。
明
治
十
六
年
七
月
十
五

日
に
尾
張
国
熱
田
の
安
藤
又
八
の
二
男
に
生
ま
れ

る
。
受
業
師
、
本
師
は
織
田
禅
英
。
秋
野
孝
道
に

参
随
し
た
。
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
に
曹

洞
宗
大
学
全
科
を
卒
業
、
四
年
間
内
地
留
学
生
と

な
り
宗
学
研
究
を
行
う
。
大
正
三
年
（
一
九
一

四
）
よ
り
可
睡
斎
で
参
禅
学
道
し
、
十
年
よ
り
曹

洞
宗
第
一
中
学
林
教
頭
、
十
五
年
よ
り
校
長
と

な
っ
た
。
曹
洞
宗
教
育
審
議
委
員
、
總
持
寺
随
行

長
、
特
派
布
教
師
、
師
家
、
昭
和
十
九
年
（
一
九

四
四
）
よ
り
總
持
寺
監
院
を
務
め
た
。
宗
制
新
制

審
議
会
参
与
、
行
持
軌
範
編
纂
会
参
与
、
駒
澤
大

学
教
授
、
高
祖
大
師
大
遠
忌
奉
讃
社
会
教
化
運
動

本
部
講
師
、
總
持
寺
顧
問
、
神
奈
川
県
仏
教
会
顧

問
、
財
団
法
人
總
持
学
園
理
事
長
な
ど
に
も
就
い

た
。
神
保
如
天
と
と
も
に
『
正
法
眼
蔵
註
解
全

書
』、『
禅
学
辞
典
』
を
編
纂
し
た
。『
永
平
大
清

規
通
解
』、『
修
証
義
通
解
』
な
ど
も
著
わ
し
て
い

る
。
昭
和
三
十
三
年
四
月
十
三
日
に
七
十
六
歳
で

示
寂
し
た
。（『
現
代
仏
教
家
人
名
辞
典
』『
曹
洞

宗
名
鑑
』『
曹
洞
宗
現
勢
要
覧
』『
禅
学
大
辞
典
』

「
跳
龍
」
第
三
二
四
号
）

あ
ん
ど
う‒

ぶ
ん
え
い　

安
藤
文
英　

 

大
正
十
年（
一
九
二
一
）－

昭
和
六
十
三
年

（
一
九
八
八
）

長
岡
市
長
興
寺
三
十
世
、
栃
尾
市
大
栄
寺
十
六

世
。
号
は
大
透
。
大
正
十
年
一
月
三
日
に
新
潟
県

栃
尾
市
西
中
野
俣
に
生
ま
れ
る
。
本
師
は
安
藤
透

禅
。
台
湾
総
督
府
新
竹
師
範
学
校
演
習
科
を
卒

業
。
昭
和
二
十
二
年
に
新
潟
県
大
栄
寺
住
職
、
新

潟
県
第
一
宗
務
所
長
、
台
湾
国
民
学
校
訓
導
、
県
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愛
知
学
院
大
学　

教
養
部
紀
要　

第
58
巻
第
４
号

28

145

内
小
中
学
校
教
諭
、
日
本
書
芸
美
術
院
審
査
員
、

全
国
珠
算
連
盟
珠
算
検
定
委
員
、
全
国
商
工
会
珠

算
検
定
委
員
、
長
野
県
書
道
驥
山
館
審
査
員
な
ど

を
務
め
た
。
昭
和
六
十
三
年
九
月
二
十
八
日
に
六

十
八
歳
で
示
寂
し
た
。

あ
ん
ど
う‒

ぶ
ん
ゆ
う　

安
藤
文
雄　

 

明
治
三
十
二
年（
一
八
九
九
）－

昭
和
五
十
三

年（
一
九
七
八
）

横
浜
市
徳
翁
寺
三
十
三
世
。
号
は
百
川
。
明
治
三

十
二
年
十
月
三
十
日
に
愛
知
県
東
加
茂
郡
旭
村
に

生
ま
れ
る
。
本
師
は
松
本
全
奯
。
駒
澤
大
学
を
卒

業
し
、
長
禄
寺
専
門
僧
堂
講
師
、
管
内
布
教
師
、

曹
洞
宗
布
教
師
、
軍
人
布
教
師
、
教
区
長
な
ど
の

宗
内
職
を
務
め
た
。
そ
の
他
に
白
河
町
青
年
会
講

師
、
函
館
市
連
合
男
子
女
子
青
年
団
講
師
、
函
館

市
火
防
婦
人
会
講
師
、
司
法
保
護
委
員
、
戸
塚
区

司
法
保
護
常
務
委
員
、
司
法
保
護
常
務
委
員
、
県

仏
教
会
常
務
理
事
、
横
浜
市
戸
塚
民
生
安
定
所
庶

務
係
長
な
ど
の
宗
外
職
も
務
め
て
い
る
。
昭
和
五

十
三
年
一
月
十
三
日
に
七
十
八
歳
で
示
寂
し
た
。

あ
ん
の‒

せ
つ
ど
う　

阿
武
雪
童　

 

明
治
二
十
二
年（
一
八
八
九
）－
昭
和
四
十
七

年（
一
九
七
二
）

萩
市
亨
徳
寺
二
十
二
世
、
山
口
県
阿
武
郡
東
雲
寺

二
十
五
世
、
萩
市
蔵
海
軒
八
世
。
号
は
耕
雲
。
明

治
二
十
二
年
一
月
十
一
日
に
山
口
県
阿
武
郡
福
栄

村
福
井
に
生
ま
れ
る
。
受
業
師
は
山
田
文
勇
、
本

師
は
岸
田
雪
城
。
高
田
道
見
、
岸
月
潭
に
参
随
し

た
。
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
山
口
県
内
布
教

師
、
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
に
本
山
布
教
師
、

鉄
道
共
敬
会
講
師
、
そ
の
後
、
教
区
長
や
山
口
県

方
面
常
務
委
員
、
萩
市
北
古
萩
民
生
委
員
、
山
口

県
社
会
教
育
委
員
、
山
口
県
救
護
委
員
、
山
口
県

少
年
教
護
委
員
な
ど
も
務
め
布
教
師
と
し
て
活
躍

す
る
。
昭
和
四
十
七
年
一
月
二
十
一
日
に
示
寂
し

た
。
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